
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成28年10月14日

【四半期会計期間】 第28期第２四半期（自 平成28年６月１日 至 平成28年８月31日）

【会社名】 株式会社エスケイジャパン

【英訳名】 SK JAPAN CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　八百　博徳

【本店の所在の場所】 大阪市中央区上町一丁目４番８号

【電話番号】 ０６（６７６５）０６７０

【事務連絡者氏名】 管理部長　　岡﨑　栄一

【最寄りの連絡場所】 大阪市中央区上町一丁目４番８号

【電話番号】 ０６（６７６５）０６７０

【事務連絡者氏名】 管理部長　　岡﨑　栄一

【縦覧に供する場所】 株式会社エスケイジャパン東京営業所

（東京都台東区寿三丁目14番13号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

（注）上記の東京営業所は、未登記につき法定の縦覧場所ではありませんが、投資者の便宜を考慮して縦覧に供する場

所としております。

 

EDINET提出書類

株式会社エスケイジャパン(E02897)

四半期報告書

 1/21



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期
第２四半期
連結累計期間

第28期
第２四半期
連結累計期間

第27期

会計期間

自平成27年
　３月１日
至平成27年
　８月31日

自平成28年
　３月１日
至平成28年
　８月31日

自平成27年
　３月１日
至平成28年
　２月29日

売上高 （千円） 2,634,278 2,325,113 5,285,795

経常利益 （千円） 17,080 99,818 124,814

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する当期

純損失（△）

（千円） 46,702 93,664 △185,328

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 45,413 108,691 △194,869

純資産額 （千円） 1,680,794 1,540,096 1,450,386

総資産額 （千円） 3,298,829 2,056,516 2,628,749

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額（△）
（円） 5.68 11.22 △22.45

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 50.6 74.8 55.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △123,845 183,568 143,107

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 246,847 △14,005 317,748

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △20,560 △719,040 △228,396

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 1,007,191 582,893 1,135,330

 

回次
第27期
第２四半期
連結会計期間

第28期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成27年
　６月１日
至平成27年
　８月31日

自平成28年
　６月１日
至平成28年
　８月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 10.80 4.97

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期純利益又は当期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に帰属す

る当期純損失」としております。

４．第27期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純

損失金額であるため記載しておりません。また、第27期第２四半期連結累計期間及び第28期第２四半期連結累

計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、当社は連結子会社であった株式会社サンエス及び株式会社ケー・ディー・システムを、平成28年３月１日付

で吸収合併いたしました。

 

事業の系統図は、以下のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当社は、平成28年８月２日開催の取締役会において固定資産を譲渡することについて決議し、同日付で売買契約を

締結致しました。

詳細は、「第４ 経理の状況 １．四半期連結財務諸表 注記事項（追加情報）（固定資産の譲渡）」に記載のと

おりであります。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策・金融政策により緩やかな回復基調にはある

ものの、英国のＥＵ離脱問題などから世界経済の減速が懸念され、当社グループを取り巻く環境は、消費者の節約

志向など個人消費の低迷により依然として厳しい状況が続いています。

このような中、当社グループは当連結会計年度から国内子会社２社（㈱サンエス、㈱ケー・ディー・システム）

を吸収合併して、事業運営の効率化を図るとともに、オリジナル商品の比率を拡大し、併せて引き続き諸経費の削

減に努め更なる収益基盤の強化に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、2,325百万円（前年同四半期比11.7％減）となりましたが、営

業利益は102百万円（前年同四半期比467.3％増）、経常利益は99百万円（前年同四半期比484.4％増）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は93百万円（前年同四半期比100.6％増）となりました。

 

セグメントの概況は次のとおりであります。

＜キャラクターエンタテインメント事業＞

キャラクターエンタテインメント事業におきましては、「ドラえもん」「ひつじのショーン」等の定番キャラ

クターが好調に推移しましたが、前年同期226百万円の売上を計上したセールスプロモーション部門の大幅縮小に

より、売上高は1,513百万円（前年同四半期比6.5％減）となりました。一方、商品採算性の向上や諸経費の削減

に積極的に取り組んでまいり、営業利益は125百万円（前年同四半期比1,083.1％増）と大幅に改善いたしまし

た。

 

＜キャラクター・ファンシー事業＞

キャラクター・ファンシー事業におきましては、「ドラゴンクエスト」「ポケットモンスター」「星のカー

ビィ」といったゲームキャラクター関連の好調に加え、「スヌーピー」「アンパンマン」といった定番キャラク

ターやオリジナルの「もちもちマスコット」の商品展開も引き続き順調に推移し、アニメキャラクター専門店等

への売上は伸長しました。但し、前期好調であった「ふなっしー」や「妖怪ウォッチ」等の主要販路であった

キャラクターファンシー専門店の落ち込みをカバーするまでには至らず、売上高は811百万円（前年同四半期比

20.1％減）、営業損失は23百万円（前年同四半期は12百万円の営業損失）となりました。

 

(2)財政状態

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて572百万円減少し、2,056百万円と

なりました。これは主に、受取手形及び売掛金の増加額68百万円により一部相殺されたものの、現金及び預金の

減少額552百万円、商品の減少額62百万円によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて661百万円減少し、516百万円となりました。これは主に、買掛金の増加額

28百万円により一部相殺されたものの、短期借入金の減少額700百万円によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて89百万円増加し、1,540百万円となりました。これは主に、利益剰余金の

増加額72百万円によるものであります。
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(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べて552百万円減少し、582百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、183百万円（前年同期は123百万円の使用）となりました。

これは主に、売上債権の増加額47百万円により一部相殺されたものの、税金等調整前四半期純利益100百万円、

たな卸資産の減少額62百万円、仕入債務の増加額28百万円があったこと等を反映したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、14百万円（前年同期は246百万円の獲得）となりました。

これは主に、固定資産の取得による支出13百万円があったこと等を反映したものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、719百万円（前年同期は20百万円の使用）となりました。

これは主に、短期借入金の返済による支出700百万円、配当金の支払額20百万円があったこと等を反映したもの

であります。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,381,000

計 12,381,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年10月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,490,103 8,490,103
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

  100株

計 8,490,103 8,490,103 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成28年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

           該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年６月１日

～

平成28年８月31日

（注）

6,500 8,490,103 1,147 461,997 1,147 492,935

 （注）新株予約権の行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

  平成28年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

久保 泰子 大阪市中央区 2,030,944 23.92

久保 千晶 大阪市中央区 1,757,518 20.70

鈴木 康友 東京都墨田区 231,800 2.73

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１－２－１０ 198,500 2.33

上田八木短資株式会社 大阪市中央区高麗橋２－４－２ 166,200 1.95

三羽 善次 埼玉県南埼玉郡宮代町 157,900 1.85

ＩＮＴＥＲＡＣＴＩＶＥ ＢＲＯＫ

ＥＲＳ ＬＬＣ

（常任代理人 インタラクティブ・

ブローカーズ証券株式会社）

ONE PICKWICK PLAZA GREENWICH,

CONNECTICUT 06830 USA

 

（東京都中央区日本橋茅場町３－２－１０）

147,400 1.73

八百 博徳 大阪市中央区 145,556 1.71

指田 仁 東京都板橋区 100,000 1.17

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１－４ 89,100 1.04

計 － 5,024,918 59.18

（注）１．上記のほか、自己株式が134,638株あります。

     ２．平成28年２月８日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、コマンドエヌ株式会社が平成28

年２月５日現在で以下の株式を所有している旨が記載されております。当社としては、前会計年度末現在は信

用取引を除く株式について実質所有株式数が概ね確認出来ておりましたが、当第２四半期会計期間末現在にお

いては実質所有株式数の確認が出来ませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

        なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

大量保有者                          コマンドエヌ株式会社

住所                                大阪市北区大深町３－１グランフロント大阪

                                    ナレッジキャピタルタワーＣ７階

保有株券等の数                      株式 1,268,300株

                                    （うち信用取引としてSBI証券102,000株・松井証券291,000株）

株券等保有割合                      15.17％

 

 

EDINET提出書類

株式会社エスケイジャパン(E02897)

四半期報告書

 7/21



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　134,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,321,600 83,216 －

単元未満株式 普通株式　　 33,903 － －

発行済株式総数 8,490,103 － －

総株主の議決権 － 83,216 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が900株含まれております。ま

た、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数9個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年８月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エスケ

イジャパン

大阪市中央区上町

一丁目４番８号
134,600 － 134,600 1.58

計 － 134,600 － 134,600 1.58

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社エスケイジャパン(E02897)

四半期報告書

 8/21



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年６月１日から平

成28年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,135,330 582,893

受取手形及び売掛金 576,653 644,982

電子記録債権 111,371 89,788

商品 256,960 194,187

その他 56,142 71,306

貸倒引当金 △4,533 △3,624

流動資産合計 2,131,925 1,579,534

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 103,036 104,586

減価償却累計額 △79,834 △91,437

建物及び構築物（純額） 23,202 13,148

車両運搬具 7,765 3,450

減価償却累計額 △6,931 △2,790

車両運搬具（純額） 833 659

その他 142,975 149,901

減価償却累計額 △120,927 △129,089

その他（純額） 22,048 20,812

土地 308,298 308,298

有形固定資産合計 354,381 342,918

無形固定資産 67,156 55,628

投資その他の資産   

投資有価証券 33,226 37,790

退職給付に係る資産 40,077 38,705

その他 20,288 19,660

貸倒引当金 △18,307 △17,721

投資その他の資産合計 75,285 78,435

固定資産合計 496,823 476,981

資産合計 2,628,749 2,056,516
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年８月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 264,874 293,824

短期借入金 ※ 700,000 －

未払法人税等 2,481 11,474

繰延税金負債 72 388

賞与引当金 15,365 13,800

その他 132,183 135,700

流動負債合計 1,114,976 455,188

固定負債   

繰延税金負債 15,924 13,933

役員退職慰労引当金 42,626 42,947

その他 4,834 4,350

固定負債合計 63,385 61,231

負債合計 1,178,362 516,420

純資産の部   

株主資本   

資本金 460,850 461,997

資本剰余金 491,788 492,935

利益剰余金 554,613 627,405

自己株式 △51,352 △51,405

株主資本合計 1,455,900 1,530,932

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,203 11,360

繰延ヘッジ損益 △11,632 △2,032

為替換算調整勘定 △3,047 △1,777

その他の包括利益累計額合計 △7,476 7,550

新株予約権 1,962 1,612

純資産合計 1,450,386 1,540,096

負債純資産合計 2,628,749 2,056,516
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年８月31日)

売上高 2,634,278 2,325,113

売上原価 1,942,660 1,636,415

売上総利益 691,617 688,698

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 249,079 184,384

賞与引当金繰入額 11,729 13,800

退職給付費用 9,108 7,629

役員退職慰労引当金繰入額 △5,818 3,189

荷造運搬費 115,870 120,464

貸倒引当金繰入額 2,278 △1,380

その他 291,290 258,039

販売費及び一般管理費合計 673,538 586,125

営業利益 18,079 102,572

営業外収益   

受取利息 69 28

受取配当金 337 355

受取家賃 2,793 －

受取補償金 － 2,179

その他 2,636 1,297

営業外収益合計 5,837 3,861

営業外費用   

支払利息 4,913 1,633

為替差損 1,638 4,969

賃貸原価 246 －

その他 37 13

営業外費用合計 6,835 6,615

経常利益 17,080 99,818

特別利益   

固定資産売却益 62,029 50

新株予約権戻入益 684 187

特別利益合計 62,713 238

特別損失   

固定資産除却損 637 0

固定資産売却損 39 －

特別退職金 ※ 29,256 －

特別損失合計 29,933 0

税金等調整前四半期純利益 49,860 100,057

法人税、住民税及び事業税 4,640 7,815

法人税等調整額 △1,482 △1,422

法人税等合計 3,158 6,392

四半期純利益 46,702 93,664

親会社株主に帰属する四半期純利益 46,702 93,664
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年８月31日)

四半期純利益 46,702 93,664

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,546 4,156

繰延ヘッジ損益 △3,608 9,599

為替換算調整勘定 △225 1,270

その他の包括利益合計 △1,288 15,026

四半期包括利益 45,413 108,691

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 45,413 108,691

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 49,860 100,057

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,117 △1,565

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △98,442 320

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,248 △1,495

受取利息及び受取配当金 △407 △384

支払利息 4,913 1,633

固定資産売却損益（△は益） △61,989 △50

固定資産除却損 637 0

売上債権の増減額（△は増加） △145,820 △47,128

たな卸資産の増減額（△は増加） 70,600 62,770

仕入債務の増減額（△は減少） 53,858 28,999

その他 16,612 40,430

小計 △112,046 183,586

利息及び配当金の受取額 428 464

利息の支払額 △4,904 △1,446

法人税等の支払額 △7,323 △1,076

法人税等の還付額 － 2,040

営業活動によるキャッシュ・フロー △123,845 183,568

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の売却による収入 249,156 51

有形固定資産の取得による支出 △5,600 △10,005

無形固定資産の取得による支出 △750 △3,075

保険積立金の解約による収入 5,000 －

その他 △959 △975

投資活動によるキャッシュ・フロー 246,847 △14,005

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △700,000

自己株式の取得による支出 △42 △53

株式の発行による収入 － 2,294

配当金の支払額 △20,518 △20,798

その他 － △483

財務活動によるキャッシュ・フロー △20,560 △719,040

現金及び現金同等物に係る換算差額 328 △2,959

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 102,769 △552,437

現金及び現金同等物の期首残高 904,422 1,135,330

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,007,191 ※ 582,893
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

 第１四半期連結会計期間より、株式会社サンエス及び株式会社ケー・ディー・システムは、当社を存続会社と

する吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

なお、これによる損益に与える影響はありません。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、これによる損益に与える影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

（追加情報）

（法人税率の変更等による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」

（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法

人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用す

る法定実効税率は、従来の32.2％から平成29年３月１日に開始する連結会計年度及び平成30年３月１日に開始す

る連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については30.8％に、平成31年３月１日に開始する連結会計年度

以降に解消が見込まれる一時差異等については30.6％となります。

 この税率変更による四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。
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（固定資産の譲渡）

当社は平成28年８月２日開催の取締役会において、以下のとおり固定資産の譲渡を決議しております。

当該譲渡に伴い、第４四半期連結会計期間において固定資産売却益210百万円を特別利益として計上する予定

であります。

 

(１)譲渡の理由

資産の有効活用を目的として、保有する固定資産の見直しを実施した結果、固定資産を譲渡することとい

たしました。

 

(２)譲渡先の名称

     譲渡先はそれぞれ国内の一般事業法人ですが、先方の意向により公表を差し控えさせていただきます。な

お、当社グループと譲渡先との間には、資本関係、人的関係、関連当事者としての特記すべき事項はありま

せん。

 

(３)譲渡資産の内容

①資産の名称 ：東京営業所

資産の内容 ：土地  236.97㎡

             建物 1,046.18㎡

所 在 地 ：東京都台東区寿三丁目14番13号

譲渡前の使途：自社使用

譲渡価額   ：357百万円

 

②資産の名称 ：福岡営業所

資産の内容 ：土地 206.45㎡

             建物 405.73㎡

所 在 地 ：福岡市博多区吉塚二丁目16番11号

譲渡前の使途：自社使用

譲渡価額   ：81百万円

 

(４)譲渡の時期

取締役会決議 平成28年８月２日

契約締結日   平成28年８月２日

物件引渡日   平成28年12月31日（予定）

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行６行と当座貸越契約を締結しております。こ

れら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年２月29日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年８月31日）

当座貸越極度額 2,150,000千円 2,150,000千円

借入実行残高 700,000 －

差引額 1,450,000 2,150,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 特別退職金

 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年８月31日）

   構造改革の一環として行った、希望退職の募集による割増退職金であります。

 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年３月１日 至 平成28年８月31日）

   該当事項はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年３月１日
至 平成27年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年３月１日
至 平成28年８月31日）

現金及び預金勘定 1,007,191千円 582,893千円

現金及び現金同等物 1,007,191 582,893

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年８月31日）

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月23日

定時株主総会
普通株式 20,572 2.5 平成27年２月28日平成27年５月25日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月14日

取締役会
普通株式 20,572 2.5 平成27年８月31日平成27年11月13日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年８月31日）

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月27日

定時株主総会
普通株式 20,872 2.5 平成28年２月29日平成28年５月30日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月14日

取締役会
普通株式 20,888 2.5 平成28年８月31日平成28年11月11日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　　至　平成27年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
キャラクター
エンタテイン
メント事業

キャラクター・
ファンシー
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 1,618,274 1,016,004 2,634,278 － 2,634,278

セグメント間の

内部売上高又は振替高
728 19,830 20,558 (20,558) －

計 1,619,002 1,035,834 2,654,836 (20,558) 2,634,278

セグメント利益又はセグメント

損失（△）
10,592 △12,992 △2,399 20,479 18,079

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額20,479千円は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　　至　平成28年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
キャラクター
エンタテイン
メント事業

キャラクター・
ファンシー
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 1,513,310 811,803 2,325,113 － 2,325,113

セグメント間の

内部売上高又は振替高
6,695 7,987 14,683 (14,683) －

計 1,520,005 819,791 2,339,796 (14,683) 2,325,113

セグメント利益又はセグメント

損失（△）
125,322 △23,190 102,131 441 102,572

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額441千円は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（有価証券関係）

前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年３月１日
至　平成27年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年３月１日
至　平成28年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 5円68銭 11円22銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
46,702 93,664

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
46,702 93,664

普通株式の期中平均株式数（株） 8,228,800 8,350,559

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成28年10月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・20,888千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・２円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・平成28年11月11日

（注）平成28年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年10月14日

株式会社エスケイジャパン

取締役会 御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木 村 幸 彦   印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 南 方 得 男   印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エスケ

イジャパンの平成28年３月１日から平成29年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年６月１日

から平成28年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年８月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エスケイジャパン及び連結子会社の平成28年８月31日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

──────────────────────────────────────────────────────

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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